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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

国内初 「水素で走る電車」公開 

水素から生まれた電力で動く「燃料電池電車」の試験車両を、JR東日本が公開した。３

月下旬から燃費効率や安全性を検証する実証走行を始め、2030年の導入をめざす。公開

された試験車両「HYBARI
ヒ バ リ

」は、燃料電池で発電するほか、ブレーキ時に生まれる電力も

蓄電池にため、二酸化炭素を出さずに走る。水素約40キロで、約140キロの距離を走る

という。燃料電池車「MIRAI
ミ ラ イ

」を市販するトヨタ自動車、蓄電池に強い日立製作所と開発

した。２両編成で、開発費は約40億円。外観は、水素の化学反応で生じる水をイメージ

し、内装は、山や川などの自然をイメージした緑や青を基調とした。鉄道の脱炭素化の一

環で、軽油で走るディーゼル車両からの置き換えを想定している。 

               （ニュースダイジェスト 2022年2月19日より） 

 

① 再生可能エネルギーの現状はどうなっているのだろうか？ 
 
 

 
 

 

② 太陽光発電の未来は？ 
 

 

 

 

 

③ 風力発電の未来は？ 
 

 

 

 

※次ページの解説も参考にしよう！ 
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                7   エネルギーをみんなに そしてクリーンに 
１３  気候変動に具体的な対策を 

「気候変動」という言葉を耳にすることが多くなってきたと思います。オーストラリアやカリフ

ォルニアでの大規模な森林火災や世界各地で頻発している洪水被害などのニュースを目

にすることも多くなってきたのではないでしょうか。わが国においても、強大化した台風や洪

水の被害が全国各地で毎年のように発生しています。その原因は地球温暖化だと言われて

おり、二酸化炭素などの「温室効果ガス」の排出増加が大きくかかわっています。 

SDGs13番「気候変動に具体的な対策を」では、世界中で温室効果ガスの排出を減らし

ていくことが盛り込まれています。2015年にフランス・パリで行われたCOP21(国連気候変

動枠組条約締約国会議)では、産業革命以降の地球の平均気温の上昇を２℃以内、できれ

ば1.5℃以内に抑えることという世界的な合意がなされました。さらに、昨年11月にイギリ

ス・グラスゴーで開催されたCOP26では、さらに踏み込んで1.5℃以内をめざすべきだとい

う議論がなされました。このように、世界は温室効果ガス排出を削減する「脱炭素」社会の

実現に向けて大きく動いています。 

わが国においても、2020年10月に菅首相（当時）が、2050年に温室効果ガスの排出

を実質ゼロにする「カーボンニュートラル」をめざすことを宣言し、そのために2030年までに

温室効果ガスの排出を2013年比で46％削減することが追って示されました。 

しかしながら、これは簡単なことではありません。私たちの日常生活に欠かせない電気を

作る際に出される二酸化炭素を劇的に減らしていくことがまず重要になってきます。現在、わ

が国では石炭や天然ガスなどによる「化石燃料」による火力発電が全体の3/4を占めてい

ます。化石燃料による発電は二酸化炭素を大量に排出します。そこで二酸化炭素をあまり排

出しない再生可能エネルギー発電へ転換する必要があります。再生可能エネルギーとは、太

陽光、風力、水力、地熱などからの発電を指しますが、2019年は発電量全体の20％程度を

占めています。昨年発表された「エネルギー基本計画」では、これらの再生可能エネルギー

を2030年には36～38％まで引き上げることをめざすことが示されました。SDGs7.2には

「世界の再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大する」ことが示されており、水素発電など

新しいエネルギー源の開発が求められています。 

このような背景の中で、今回JR東日本が試験導入する「水素電車」は、水素と酸素を化

学反応させて電気を作り出す「燃料電池」を使って動かす電車で、非常にクリーンな電車と

言えます。このような燃料電池が普及することが、脱炭素社会の実現に大きく寄与するでしょ

う。  

 
今月の SDGs 

※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール 7・13 につい
て解説いただきました。 


